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北国の山は素晴らしい、されど我 ら中高年

大内 倫文

野に山に、中高年は疲れを知らずに頑張つている。そう言 う私を含め IIAItJ北海道支部の会

員のほとんども中高年である。HAT」 に入会した動機は千差万別の感があるが、ただ共通する

点は自然が好きなことだろう。現在、支部活動としては年 1回の清掃登山を軸に幾つかの小さな

登山をしながら親睦を図つている。会員の中には、社会人山岳会や愛好会に所属して四季を通 じ

て厳 しい登山や海外登山に燃えている人もいるし野の花を見ながら低山徘徊を楽しみにしてい

る人も多い。いずれにせよ、個々の技量の有無はさておき自然に接することの好きな中高年に変

わりはない。

近年、中高年の道難事故のニュースに接する機会が増えている。過去にどんなに素晴らしい登

山経験があるにしても、年齢と共に体力が低下するのを避けられないのが事実である。我ら中高

年が事故に遭遇しないためには、初心に戻り常に自然に対し謙虚に接する事が何よりであろう。

そして、いかにゆとりを持って楽しむかであろう。幸いにも支部の仲間達においては、事故に無

縁であるのは嬉 しい限りである。

一昨年ほど前から続く道内の山での事故死における要因のほとんどは、疲労凍死と滑落である。

それも、そのほとんどが道外からのツアー登山客である。このようなことは、一昔前まではなか

つたことでもある。従つて、百名山ブームから始まったツアー登山にその起因があると言つても

過言ではないだろう。

すばらしい装備、ゆとりある時間、貴重なお金はい力ヽ こ使われているのだろう力ヽ 山登りをす

る人はもちろんのこと登山を企画する側の人も、明日はわが身と思つて再考する必要がある。

一連の山の遭難事故に関し、今年の「山と渓谷」2月 号に “北海道の山を安全に登るために"

と題 して札幌の総合病院の医者 M氏が寄稿 している。氏は医学的な立場からではなく、自分自

身の登山者の立場から近年の事故に関して苦渋を述べている。

2000年 9月 の羊蹄山における女性 2名の事故、2001年 6月 の十勝岳における男性 1名

の事故、同年 7月 の トムラウシ山における女性 1名づつ 2件の事故についてのコメントがある。

いずれも、死亡当事者は中高年であり、死因は疲労凍死、そしてこのうち3件はツアー登山であ



つた。いわゆる、そのほとんどが判で押したように同じ特徴を持っていた事を言及している。そ

の原因を次の3点に絞つている。①予備日を設けない無理な日程。 (日 程に余裕が無く、飛行機

の便や予約したホテルのことなどが優先)②悪天候や沢の増水を軽視する。 (悪天候の中で登山

を強行し道を見失つたり、増水した危険な沢での渡渉の失敗)③北海道の山が標高が低い為、登

山を安易に考えている。(本州の山の基準で考えて、防寒対策が不十分である)そ して最後に、

登山者自身の無理・無謀・無知が原因となつていることが事実であると結んでいる。まさにその

通りであろう。

私達支部の仲間達も、これまで以上に用意周到を持つて自然に逆らわず謙虚な姿勢で北海道の

山々を満喫しようではありませんか。そして、山頂コレクターではなく、頂きまでのプロセスや

温泉など下山後のアフターを楽しむことも含め、ゆとりある山登りを楽しみましょう。

薦 を林 して 。ゲしグヶ ,ズ′°′～′夕″)

長時間移動の為か、巡回バスを降りてボーつとする頭で日の前に広がる大自然

の景観、これぞ「九賽溝」だ、朝霧が上昇する静寂が辺りを包み仙境と表現し

て良いのか、山水の夢幻の世界に踏み込んだ感 じ、

真つ青に澄んだ水,底までも透けて見える,陽光が差し込んで湖面が、藍色、又

黄色、青色、緑色と、変化 し色模様が広が り、吸い込まれそ うな水の深遠を見

る青さ、ガイ ドさんが説明してくださる。

樹正郡海に、火花海、臥龍海、老虎海、他に合計七十の湖沼と滝が数珠状に

連なっているとか、私も木道を黙々とおぼつかぬ足取りで湖面を見ながら歩く

湖面の中に珊瑚のように見える、えつと見直し、ガイ ドさんに聞いたところ、

説明によると周 りの石灰質が長い時間をかけ溶け出して付着 し石灰化された物

だそうです、水底にあるカルシュームを初めとした鉱物がいろいろ含まれてお

り太陽の光によって変化 して様々な色彩が広がり不思議な湖、で神々が宿る地

であると言 う。

海抜三千百メー トルの長海にたどり着 く、記念写真も撮らずに眺める最大最

深の湖、週囲はヒマラヤスギ、かえで等の樹木が鬱蒼と茂つていて、雄大な景

色、

この湖から流れ出る川が一筋も無く伏流水となって下流の湖に注ぎ込むそうで

す。
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九審溝は 78年 自然保護区に指定され木材の伐採が禁止され 92年世界自然

遺産に指定されたそうです。九奏溝の地名 と成つたのは九つの集落があったこ

とから、住民は皆その地で働いているとの事、女性は民族衣装でパスガイ ド、

処所に立ったり座ったりしている、其れは観光客が樹木や草花、石灰化等を盗

んだり傷めないように、見張り番をしてるそうです、一ヶ月の給料が日本円で

1万 8千円だそうで、民族衣装も支給されるそうです、ですから一切塵も落ち

ていず、動かずにその場に立っているだけでも大変な事だと感 じました、厳 し

い大自然で生きてきた、民族だからこそと思 う、

かなり年配の女性が手編みのかごを背負つてゆつくりと歩いている,チベット

人は短命だそうです高地なので酸素が不足の為と言 う事でした。

7月 のエコーホーラムで田部井さんの講演会で聴いたアイデア抜群の トイレ

を体験する、一基が四百万円もするそうです、そこに 5～ 7基が並んで設置し

てあり、女性用はどこも並んでいた、残念な事に国照明が無い、用を済ませて

ドアーを少 し開け足で押さえ身支度をしながら観察する、腰を上げると黒いビ

ニール袋が便器の中に吸い込まれる、匂いも無く足元も清潔だ、 トイレの裏に

事務所があり女性が待機していた、私が出たとたんにブザーがなり女性がモップを持って
飛んできて便座を上げ便器をはずし置をする、横に積み重ねてあるビール樽の様な真ん中
が膨らんだ緑色のポリタンフに黒いビニール袋を入れる。その袋がちょうちんの用に伸縮
されている、便座の下に入れて終了、その作業はわずか1分程その後も満タンになると又
ブザーが鳴るようだ。

田部丼さんの話ではこの便が燃料として利用されるそうです、無駄が無い。

自然保饉区の広さ720平方キロメートルあり遊歩道全域が本道に成つており運搬方法迄
はわから■

この国では日の財産である自然遺産を徹底して守ってるそうです。

一日の入場者を1万 2千人と決めており、私が入場した九月十二日は1万人、を数えたそ
うです、当然私たちの数19名も含んでの事と思います、

田部丼さんとの巡り会いが無けれはこの日の前に広がる自然の色彩美に酔うことも無か
つた事と思う、標高4400メイトルの雪宝峠も私、初めての体験でした、

この度の旅行も満足の熊 [した。  奮 章 うキ 慶 い さ tた  ^摯
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「最近“Ш"を思うこと」  凛]ノL′駄(■

汗が日に染みる、足がなかな
"上

がらない。でもこの辛さはいつか経わる、そう、

頂上まで頑張れば…・.登山をはじめた頃はよ<こういう登りで頑張った自分を思い出

す。とんな幸きも頂上からの晨望を見ると喜びに変わり、早さを忘れ向こうに見える

山々にまた量りたくなつたものだ。が、最近はすつなり穏やかなШ登りに変わつてき

た。運動不足で足震の衰えと反比例するうなざ上りの体重の性もあるが、訪れるШ々

をとりまく自然や山麓・遺中の自然に日が奪われてしまい、なかなかJH上へたとりつ

かないことが多くなつてきたo

量山にはリズムがある。一定の速度で前進と休憩を繰り返す。そこから生み出される
ベースが頂上へと導いてくれる。反面、自然散策などウオッチング形式は常にリズム

が乱れっはなしてある。以前、ポルネォのキナパルШをウォッチングスタイルで登Ш

したことがある。一気に 2,000m近 くも登る量山.朝からの体調管理はとても大切。な

のに、登Ш日早朝より、出腱でバードウォッチング.朝食前にすでに―仕事した気分

で量山スタート.登出中もまるで原色□鑑のような自然にキヨロキョロしながら、立

ち止まってはウォッチング.小題は遅くとも3時まで、なんていう鉄則もとこへやら、

到着は 18時過ぎ.翌日未明のヘットランプの星
=登

Ш.ご来光を仰ぎ、ビーワや下り
の景色を思う存分楽しみ、登山ロヘ下出したのは夕方近<,日数は通常の登Шといっ
しよだが、一日フルに使つたウォッチング登山を,ても思い出深く残っている。

が、正直とても大変だつた。体力も知力?も使い果たしたといつた感。ものすごい充

実感だったが、やはり登Шとウォッチングは成立するには難しいと体感した登Шでも

あうた。普、登出なんて興味ない頃は、なんで登るのだろう??つて全くの傍観者だつ

た.登るようになると、頂上目指してもっと登りたい病にとりつかれ、登らない人は

気の毒だなあんと、「Ш」をまるでハイソな物の象徴のように感じていた頃もあり、い
ずれも偏った見方だった。最近ようや<「 LU」 というのは、様々な楽しみがあり、人
それぞれによつて違うということを、自分の中で許容できるようになってきた.さ ら
には、自然だけでなくとりまく環境、そこに住んでいる民族や風習など、多種多様な

ものを見たり触れたり感じたり、すれはするほど味ガでる、まさに『Шの幸』である。

その『出の幸』を訪れる人々がどう受け止めるかによってШの環境も変わつてくるの

ではと思う。環境問題や保護など難しく者えずに、“家族や友人、好きな物を大切に思
う"そんな思いで「出」と付きさえたらと思う。幸か不奉か職場がツアー会社で、調
れる場所もШ々の周辺が多い。たいていの出々は日立公園や保醸区などの桑晴しい自
然を抱えている.超特急登出もいいけどたまには素通りしてしまうのではなく、「山の
幸」をじっくり味わいたいと思う。
昨日、替潜パニドウォッチングツフーから戻つてきた。普潜に烏を見に行く?という
だけでも不思議なのに、さらに最終日、島を縦断するハイキング.ほとんど知られて

いない香港の自然.ビル群をとりまく山々、その意外性に訪れた人は驚かされる。標

高Omからのハイクは低い山でも登り応えがあり、終点の海辺では海鮮屋台が軒を連

ねる。歩いてきた山々を鬱

`め

ながらの山の幸ならぬ「海の幸」にき鼓. トレッキング
大国とはまた―味違った楽しさがある。身体も心も元気になるような旅を「Ш」を通
じて紹介してゆけたらと思う。いつまでも様々な「山の幸Jを楽しめる環境があつて
ほしいと願わずにはいられない。また、そんな思いを抱かせてくれる「Ш」に慮謝 I!
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◎近況をお知らせ下さい。
ご意見をお書き下さい。
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″〈りなが

｀
らフ″グゾタルtιイリ』″ズ斉

｀
免倉ノ匈こ′f

λ鑑 鮮 そ機形 ピ詢 糀 解 子′ 鍛
が
｀
夕〈さんありよレた .″ν

/ヽ の筋バガってン1ろ クそ`だ、_r

′ムι御解νズ′で雀駕勇√易貌憂繁寃ど多彙急Z/メ′レのク コム が・7/1j
う」″ハフ々 ル ″́ /v~グ ′ゑ

3が雄貧多撚朱まし/■ .

こ
゛
り4フ 〆多ズがつんノ■歓夕τ

彦λ々 どでヂ/こ /1・チソ、ヽい・.

椛ろとの声ζ:ク■弦 えの
・ン′″だがこガ′ノンガ゛
―l″→ルだノぴ多オケt々カメ碁
:翡これてv｀みした。
そ密ュて∂́イιttv｀ノVム∠ノグ.

揚 rtλ魔稚毎裁Rガζ鰻 /

「レψ栞′ツZ″き♂てν`まι′こ
,



えだスハκマノイ彎ルバカめめ′火こ 及琢ク場統ど多数多な
″り乏イカヽうだJヶ解シ″

g脚なゎ ′も、

綱外脅な スノーた こ橡 vヽ て入ム /て

/∫孝ズイズ′′～ズJ′

ノイ′J′、シのどだターつ/7‐v場火″.″―
/・フ′ノてヽイえ去t.スノーみ

‐
ι

寧臨 ?7ア :ス
琢

纂鶴:ク:筋鶴榛
み′ズ

`教
わ。わ avヽ ノ̀

ノ
ご/′

'Cク

御 劾賦窃影角

"“
忽場1、。

;f子:夕[ム)|`,,メリ級
:[li;`1:みちtζi:′:fを

:1'ガがあ、一々ム・}杉う少 γη璃乏
'じスイ′Kバ腺ン́″↓:し て′務グ

ヂil  i7:雛雄

=二
_.m留 郷雛

7.:

――       そ'られた多口で之たリイし′`
~ 

“
｀し′―´

′
辛颯ム

｀
イ



繊 4友 ι外 えて

史線 多4効鳥ヽ
物″咳κ蹴 ムタ為蹴僣uレノ慈孝,ぃ わヽ孝ィヾ、
″″けル1町.蛯卜ιガタ′ι:

注 象 :t,`み多′サ

`:()`キ

4F崩
・働れた紳 グン梶 〃
え .

グ荻るょリタ(のォ/rん ″″グ
し、ぞιrグゴパ「″しな書″イγいこま

1%   ツ
ひレイ/う ιィ.

そ勒 がガオブ嚇勁′は鑽.

ハて。④〃vたのだrォιズ /ご

われれまレ」.

メわしヽ私 バ″ノコイレレてれ

郷簿絲窃発慾み
v｀ イオ .

(イズ

'輿

Zド しヽじιαり0伽 )

%筑 ぃ
∫だノタ浮 (イお)

∫ガる∫″ (夕 )″ス

どだノJイ (Иに)月′″泌 %タシ

彎 ′伏 )繊 のみ 、

.ノ ガイ/″
`ガ

)高働卜薇 のオ枠.

i友うξノ災j泳 )ハ教
`|ハ

タセ枠

クイズえ′ (1) ″   のグηれ″

チfZ」 tF11解′鶴″鯵移て1
鷲協 ;饒雛隕
Jイ ノタ′

`ガ
'ノ

グ`

/∂      ノチ/夕2アニ集けソJ″ぞ。)薪だ ′

“

)″r_Jのぉ匁 .戯疾た)



20024F:1∧ ´
]｀   J::L′ 毎 ぅ重 支 剖ζ L11イ 千音:ζ 幸長4与

6月 今年最初の清掃登山は、札幌山lll写真倶楽部 (北 F●道lJJ労者山|テ連盟)と 合同で毎年

"卜

威17rだ っ

たが雨のため中‖1と なる.,

反省として、会員の/Jや仲間が参加してくれたのに、雨天の場合の対策を考えておくべきだった,,

7月 国際山rF年の旭rrよ り黒17縦走は、風が強く旭li山 順にて中lL`,

7月 札幌山岳倶楽部 (札幌山岳連盟)と 合同で、大雪山黒 lFrよ り桂月岳えとトイレの視察 (バ イオ )

に入る。

高山植物のよい季節だったので企画としては良かったと思う。

9月北海道支部第 7回清掃登山は、今年の天候にしては意まれたように思う.,詳 しくは別紙

その1也札幌近郊、恵山、ll′ J山 、 r∫珠山等支・lllだ よりにて実施 した1,も ありました.,

10月 万詩‖

"荘

(lL幌 市空沼li)当 rlは 、札幌山17F写 真倶楽部と合llllに て実施致しました.
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